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目的　近年の日本の人口 1人当たり国民医療費の推移に対する人口の年齢構成の変動およびそれ以
外の要因の影響をわかりやすい形で示すことを目的とした。

方法　 5歳階級幅の年齢階級別でデータが公表されている平成10～26年度の人口 1人当たり国民医
療費を用い，平成10年の年齢階級別の総人口を基準人口として，平成10～26年度の年齢調整さ
れた人口 1人当たり医療費（以下，年齢調整 1人当たり医療費）を算出した。また，平成10年
度の年齢階級別の 1人当たり医療費と平成10～26年の年齢階級別の総人口を用いて，人口の年
齢構成の変化のみで変動させた平成10～26年度の人口 1人当たり医療費を算出した。平成20～
26年度においても同様の算出を行った。また，同期間については，男女別にも算出を行った。

結果　平成10～26年度の 1人当たり国民医療費，年齢調整 1人当たり医療費，年齢構成のみで変化
させた 1人当たり国民医療費の期間中の増加はそれぞれ，37.3％，9.1％，31.2％であった。
年齢調整 1人当たり医療費は，平成18年度までは微減傾向を示し，19年度以降は増加に転じて
いることが示された。一方， 1人当たり国民医療費と年齢構成のみで変化させた 1人当たり国
民医療費とは，グラフ上でその推移がおおむね一致していた。また，平成20～26年度の 1人当
たり国民医療費，年齢調整 1人当たり医療費，年齢構成のみで変化させた 1人当たり国民医療
費の期間中の増加は，それぞれ17.8％，9.1％，8.1％であった。また，同期間の男女別では，
男性で17.8％，8.7％，8.6％，女性で17.8％，9.4％，7.7％であった。

考察　年齢調整 1人当たり医療費が，平成18年度までは微減傾向を示したのは，介護保険制度の導
入や診療報酬の引き下げ等の制度の変更のためだと考えられた。平成10～26年度で， 1人当た
り国民医療費と年齢構成のみで変化させた 1人当たり国民医療費との推移がおおむね一致して
いたのも同様の理由からだと考えられた。一方，平成20～26年度では，年齢調整 1人当たり医
療費の増加がより明瞭に認められ， 1人当たり国民医療費と年齢構成のみで変化させた 1人当
たり国民医療費との推移は乖離していた。それぞれの期間において，年齢構成の変化以外の要
因や年齢構成の変化がどの程度医療費の変化に影響しているのかをわかりやすく示すことがで
きたと考えられる。

キーワード　医療費，国民医療費，人口 1人当たり国民医療費，年齢調整，年齢構成，高齢化

Ⅰ　緒　　　言

　日本の国民医療費は増加を続け，平成26年度
には40兆8071億円に達している1）。平成10年度

から26年度までの毎年の国民医療費の伸び率を
平均すると2.1％であった1）。近年の医療費の
増加においては高齢化と医療技術の高度化の影
響が大きいとされている2）。一方，丸山は，高
齢化による部分的な寄与を認めつつも，医療費
増の真の要因は所得効果であるとしている3）。
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また，権丈は，「ある国の総医療費－普通は，
人口規模を調整するために 1人当たり（平均）
医療費でとらえられる－は，その国の所得－ 1
人当たりGDP－によって決められ，高齢化の
ような医療・福祉ニーズを表す指標は，マクロ
の医療費総額の決定要因としては無関係であ
る」ことを海外の研究，および自身の実証的研
究に基づき述べている4）。岩本は『「国民医療
費の増加＝高齢者の増加」という図式はかなら
ずしも正しいとはいえない』と述べている5）。
また，二木は「わが国では人口高齢化は医療費
増加の重要な要因ではあるが主因ではない」こ
とをデータに基づき具体的に示した上で，その
当時までに行われた欧米諸国の研究では，人口
高齢化は少なくとも医療費増加の主因ではない
ことが実証されていることを紹介している6）。
　厚生労働省による医療費の伸び率の要因分解
では，平成10年度から平成26年度の国民医療費
について，高齢化による毎年の伸びの平均は
1.5％であった。また，国民医療費の伸びから，
診療報酬改定による伸び，人口増による影響，
高齢化の影響を除いた「その他」の伸びの平均
は，1.0％であった7）8）。「その他」の伸びには，
医療の高度化や患者負担の見直し等の種々の影
響が含まれる，とされている8）。
　本研究では，人口の増減による影響を除くた
め， 1人当たりの医療費を問題とする。人口 1
人当たり国民医療費は平成10年度の23万 4 千円
から平成26年度の32万 1 千円へと約37％増加し
ている1）。人口の年齢構成の変化以外の要因の
みによる， 1人当たり医療費の変化がどの程度
なのかをわかりやすく示すためには，年齢調整
を行うのが適切だと考えられる。都道府県間等
で医療費を比較するための年齢調整は行われて
いる9）が， 1人当たり医療費の年次推移につい
て年齢調整を行ったものは見当たらない。そこ
で本研究では，年齢調整された人口 1人当たり
国民医療費の推移を示す。
　また，高齢化も含む人口の年齢構成の変化の
みがもたらす医療費の変動について，前年度と
の変動を明らかにした研究10），高齢化による医
療費増加寄与率を算出した研究6）や将来を予測

した研究6）11）-14）がこれまでに行われてきた。本
研究では，過去の一時点から，人口の年齢構成
の変化のみがもたらす 1人当たり国民医療費の
年次推移を示し，実際の 1人当たり国民医療費
の推移との比較をグラフ上で行う。

Ⅱ　方　　　法

　 5歳階級幅の年齢階級別でデータが公表され
ている平成10～26年度の人口 1人当たり国民医
療費1）を用い，平成10年（10月 1 日現在，以下
同じ）の年齢階級別の総人口15）を基準人口とし
て，平成10～26年度の年齢調整された人口 1人
当たり医療費（以下，年齢調整 1人当たり医療
費）を算出した。
すなわち，

Σ 各年度の年齢階級別
1人当たり医療費 ×基準人口の年齢階級別人口

基準人口の総人口

を算出した。
　また， 5歳階級幅の年齢階級別でのデータが
性別で公表されている平成20～26年度の人口 1
人当たり国民医療費1）を用い，平成20年の年齢
階級別の総人口15）を基準人口として，平成20～
26年度の年齢調整 1人当たり医療費を男女別に
算出した。さらに，男女を併せたものも同様に
算出した。
　平成10年度の年齢階級別の 1人当たり医療費
と平成10～26年の 5歳階級幅の年齢階級別の総
人口15）を用いて，人口の年齢構成の変化のみで
変動させた平成10～26年度の人口 1人当たり医
療費を算出した。すなわち，

Σ 平成10年度の年齢階級別
1人当たり医療費 ×各年の年齢階級別人口

各年の総人口

を算出した。また，参考として，平成12～26年
度の介護保険の総費用16）を総人口で除した 1人
当たりの介護費用を算出し，それを 1人当たり
医療費に加えて， 1人当たりの両者の合計の費
用（以下， 1人当たり医療・介護費）を算出し
た。ただし，国民医療費は 4月～ 3月の費用が
基本であるの対し，介護保険の総費用は 3月～
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2 月（平成12年度のみ 4月～ 2月）
の費用であることに注意する必要
がある。
　同様に，平成20年度の性別・年齢
階級別の 1人当たり医療費と平成
20～26年の性別・年齢階級別の総人
口15）を用いて，人口の年齢構成の変
化のみで変動させた平成20～26年
度の人口 1人当たり医療費を男女
別に算出した。さらに，男女を併せ
たものも同様に算出した。
　本研究は，連結不可能匿名化され公表された
既存資料のみを用いており，倫理的問題は生じ

ない。
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資料　1）　厚生労働省「国民医療費」
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Ⅲ　結　　　果

　図 1に，平成10～26年（各年10月 1 日現在）
の総人口の年齢構成の推移を示した。60歳以上
の割合の増加と15～29歳の割合の減少が顕著で
あった。
　図 2に，平成10～26年度の年齢階級別の 1人
当たり医療費の推移を示した。多くの年齢階級
で，平成19～21年度以降の増加傾向とそれ以前

の比較的，横ばいに近い推移とが認められた。
0～ 4歳では，期間中を通した増加傾向が認め
られた。また，70～74歳，75～79歳では，期間
中を通して横ばいであった。85歳以上では，平
成10～12年度にかけて大幅な減少が認められた。
　図 3に，平成10～26年度の 1人当たり国民医
療費，年齢調整 1人当たり医療費および年齢構
成のみで変動させた 1人当たり国民医療費の推
移を示した。また，参考として 1人当たり医
療・介護費の推移も示した。表 1にそれらの値
を示した。年齢調整 1人当たり医療費は，平成

表 1　 1 人当たり国民医療費・年齢調整された 1人当たり国民医療費・年齢構成のみで変動させた 1人当たり国民医療費の推移
（平成10～26年度）

（単位　千円）

平成10年度 11 12 13 14 15 16 17 18
1 人当たり医療費1） 233.9 242.3 237.5 244.3 242.9 247.1 251.5 259.3 259.3
年齢調整 1人当たり医療費 233.9 238.3 229.4 232.3 227.3 227.6 227.8 230.6 227.4
年齢構成のみで変動させた 1人当たり医療費 233.9 237.8 242.6 246.9 251.4 255.8 260.2 265.7 270.0
1 人当たり医療・介護費 233.9 242.3 266.1 280.4 283.6 291.7 300.1 309.4 309.1

平成19年度 20 21 22 23 24 25 26 増分 増分（％）
1 人当たり医療費1） 267.2 272.6 282.4 292.2 301.9 307.5 314.7 321.1 87.2 37.3
年齢調整 1人当たり医療費 230.7 232.6 237.4 242.9 248.3 249.9 252.4 255.1 21.2 9.1
年齢構成のみで変動させた 1人当たり医療費 274.8 279.5 284.4 288.2 292.5 297.5 302.2 306.7 72.9 31.2
1 人当たり医療・介護費 319.4 327.0 340.7 353.3 366.3 376.2 386.8 396.6 162.7 69.5
資料　1）　厚生労働省「国民医療費」

表 2　 1 人当たり国民医療費・年齢調整された 1人当たり国民医療費・年齢構成のみで変動させた 1人当たり国民医療費の推移
（平成20～26年度）

（単位　千円）

平成20年度 21 22 23 24 25 26 増分 増分（％）
1人当たり医療費1） 272.6 282.4 292.2 301.9 307.5 314.7 321.1 48.5 17.8
年齢調整 1人当たり医療費 272.6 278.3 284.6 290.5 291.9 294.9 297.5 24.9 9.1
年齢構成のみで変動させた 1人当たり医療費 272.6 276.5 279.7 283.2 287.2 290.9 294.6 22.0 8.1
資料　1）　厚生労働省「国民医療費」
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18年度までは微減傾向を示し，19年度以降は増
加に転じていた。一方， 1人当たり国民医療費
と年齢構成のみで変動させた 1人当たり国民医
療費とは，その推移が期間中，おおむね一致し
ていた。詳細にみると，平成12～21年度では，
前者は後者よりも低く推移し，それ以降は高く
推移していた。 1人当たり医療・介護費はそれ
らよりも高い値で推移していた。 1人当たり国
民医療費，年齢調整 1人当たり医療費，年齢構
成のみで変動させた 1人当たり国民医療費の期
間中の増加はそれぞれ，37.3％，9.1％，
31.2％であった。
　図 4に，平成20～26年度の 1人当たり国民医

療費，年齢調整 1人当たり医療費および年齢構
成のみで変動させた 1人当たり国民医療費の推
移を示した。また，表 2にその値を示した。こ
の期間では，年齢調整 1人当たり医療費も年齢
構成のみで変動させた 1人当たり国民医療費も，
1人当たり国民医療費よりも低い水準で増加し
ていた。 1人当たり国民医療費，年齢調整 1人
当たり医療費，年齢構成のみで変動させた 1人
当たり国民医療費の期間中の増加はそれぞれ，
17.8％，9.1％，8.1％であった。
　図 5・ 6に，男女別の平成20～26年度の年齢
階級別の 1人当たり医療費の推移を示した。多
くの年齢階級で期間中の微増傾向が認められた。
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資料　1）　厚生労働省「国民医療費」
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男性の70～74歳，75～79歳，80～84歳，女性の
65～69歳，70～74歳，75～79歳では，比較的に
横ばいで推移していた。
　図 7に男女別の平成20～26年度の 1人当たり
国民医療費，年齢調整 1人当たり医療費および
年齢構成のみで変動させた 1人当たり国民医療
費の推移を示した。また，表 3にその値を示し
た。男女別でも，図 4の男女併せたものと同様
の傾向が認められた。 1人当たり国民医療費，
年齢調整 1人当たり医療費，年齢構成のみで変
動させた 1人当たり国民医療費の期間中の増加
はそれぞれ，男性で17.8％，8.7％，8.6％，女
性で17.8％，9.4％，7.7％であった。

Ⅳ　考　　　察

　平成10～26年度の年齢調整 1人当たり医療費
は，平成18年度までは微減傾向を示し，19年度
以降は増加に転じていた（図 3）。これは，平
成10年の年齢構成が続いたのであれば，このよ
うに 1人当たり国民医療費が推移したであろう
ことを示している。平成18年度までに微減傾向
となったのは，介護保険制度の導入（平成12年
度），診療報酬（本体と薬価等の合計）の引き
下げが相次いで行われたこと（平成14・16・
18・20年度），診断群分類に基づく 1日当たり
の包括評価を原則とした支払い方式（DPC/
PDPS）の導入（平成15年度），乳幼児・高齢
者を除く原則 3割の自己負担への統一（平成15
年度），高齢者の患者負担の見直し（平成18年
度）といった制度の改変が相次いだことで，医

療の高度化等による医療費の増加が相殺され，
年齢階級別の 1人当たり医療費が伸びなかった
ためだと考えられる。年齢階級別の 1人当たり
医療費も平成18年度辺りまでは横ばいで推移し
ていることが多いことも，これを裏付けている
（図 2）。また，厚生労働省による医療費の伸
び率の要因分解7）8）でも，診療報酬（本体と薬
価等の合計）の引き下げの当該年度では，「診
療報酬改定及び薬価基準改定による影響」は負
の値となっている。国民医療費の総額や（年齢
調整されていない） 1人当たり医療費も，平成
12・14・18年度は，前年よりも減少または横ば
いであった1）が，年齢調整された 1人当たり医
療費に比べると減少の幅が小さく，また，他の
年度は前年度よりも増加しているため，平成10
～18年度を通してみると，全体として増加傾向
となっている。一方，平成19年度以降の年齢調
整 1人当たり医療費の増加は，医療の高度化等
による医療費の増加が反映されていると考えら
れる。ただし，平成20年度の薬価等の引き下げ
（本体との合計でも引き下げ）の影響は認めら
れなかった。また，世界金融危機後の平成20年
度の国民所得は前年度から－7.2％と大きく減
少した17）が，その影響も認められなかった。
　年齢階級別の 1人当たり医療費の推移では，
0～ 4歳と85歳以上で，他の年齢階層とは大き
く異なった推移が認められた（図 2）。前者で
は，平成10～26年度の期間を通しての増加傾向
が認められた。また，後者では，平成10～12年
度にかけて大幅な減少が認められた。後者は，
介護保険制度の導入によるものと考えられる。

表 3　 1人当たり国民医療費・年齢調整された 1人当たり国民医療費・年齢構成のみで変動させた1人当たり国民医療費の推移
（平成20～26年度・男女別）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位　千円）

平成20年度 21 22 23 24 25 26 増分 増分（％）
男性
1人当たり医療費1） 269.8 278.6 287.9 298.2 303.8 310.6 317.9 48.1 17.8
年齢調整 1人当たり医療費 269.8 274.3 280.2 286.5 287.7 290.1 293.2 23.4 8.7
年齢構成のみで変動させた 1人当たり医療費 269.8 274.0 277.2 280.9 285.2 289.2 293.1 23.3 8.6

女性
1人当たり医療費1） 275.2 286.0 296.3 305.4 311.0 318.6 324.2 49.0 17.8
年齢調整 1人当たり医療費 275.2 282.1 288.7 294.1 295.6 299.1 301.0 25.8 9.4
年齢構成のみで変動させた 1人当たり医療費 275.2 279.0 282.3 285.6 289.5 293.1 296.6 21.3 7.7
資料　1）厚生労働省「国民医療費」
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また，70歳代は，他の年代と比べて横ばい傾向
であった（図 2）。しかし，これらの特徴的な
推移は，年齢調整 1人当たり医療費には反映さ
れなかった。
　平成10～26年度では， 1人当たり国民医療費
と年齢構成のみで変動させた 1人当たり国民医
療費とは，その推移がおおむね一致していた
（図 3）。これまでの世界の先進国における研
究では，医療費の増加に高齢化の果たした役割
は比較的小さかった，とされている3）-6）。この
結果がそうした知見に反するように見えるのは，
上述のような理由で年齢階級別の医療費が伸び
ず，結果として，年齢構成の変化による影響が
相対的に大きくなったことが理由として考えら
れる。平成12～21年度において， 1人当たり国
民医療費が，年齢構成のみで変動させた 1人当
たり国民医療費よりも低く推移していることも
これを裏付けている。一方， 1人当たり医療・
介護費は， 1人当たり国民医療費および年齢構
成のみで変動させた 1人当たり国民医療費より
も高い値で推移していた。介護保険が導入され
なければ，あるいは， 1人当たり国民医療費は，
年齢構成のみで変動させた 1人当たり国民医療
費よりも，より高い値で推移し，両者の乖離が
明確になったのかもしれない。
　平成20～26年度の期間をみると，年齢調整 1
人当たり医療費が増加を続けていることが明瞭
に示された（図 4）。すなわち，年齢構成の変
化ではない要因で医療費が増加していることが
明瞭に示された。また，年齢調整 1人当たり医
療費の増加の方が，年齢構成のみで変動させた
1人当たり医療費の増加よりも大きいことも示
された。しかし，年齢調整 1人当たり医療費の
増加も年齢構成のみで変動させた 1人当たり医
療費の増加も， 1人当たり医療費の増加よりも
小さいものであった。また，男性と女性では疾
病構造が異なり，さらに，同年齢層でも， 1人
当たり医療費の額が異なっている（図 5・ 6）。
さらに，同じ年齢階級に含まれる男女の割合は
年次によって変化する。そのため，男女を併せ
て 1人当たり医療費の分析を行うのは粗いとも
考えられる。しかし，本研究の平成20～26年度

の結果では，男女併せた場合（図 4）でも，男
女別の場合（図 7）でも結果は大きくは違わな
かった。今回は偶然そのような結果が得られた
だけなのか，それとも一般的にそのようなこと
が言えるのかは，わからない。今後も同種の分
析を続けていく必要がある。
　男女別の年齢階級ごとの 1人当たり医療費の
推移をみると，男性では15～29歳の 3階層の 1
人当たり医療費が，互いに近接した値で推移し
ていた。また，女性でも30～44歳の 3階層が同
様であった（図 5・ 6）。また，高齢層（男性
の70～84歳，女性の65～79歳）では，他の年齢
階層に比べて横ばい傾向であった（図 5・ 6）。
しかし，そうした特徴は，年齢調整 1人当たり
医療費には反映されなかった。
　年齢階級ごとの 1人当たり医療費の変化と人
口の年齢構成割合の変化とは相乗的に 1人当た
り医療費に対して影響を及ぼすため，年齢調整
1人当たり医療費の増分に年齢構成のみで変動
させた 1人当たり医療費の増分を加えても，実
際の 1人当たり国民医療費の増分には一致しな
いことに留意する必要がある。
　年齢構成の変化による医療費への影響とは，
狭い意味での高齢化による影響とは限らない。
年齢階級別の医療費は30歳代以降に徐々に増加
していく（図 2・図 5・図 6）ことから，65歳
あるいは75歳以上とそれ未満でのみ線を引いて
行った議論は，場合によっては不十分だと考え
られる。本研究の年齢構成のみで変動させた 1
人当たり医療費の増分においては，高齢者の割
合が増加したことのみならず， 1人当たり医療
費の低い15～29歳の割合が大きく減少している
（図 1）ことも，結果に寄与していると考えら
れる。本研究では， 5歳幅の年齢階級を分析に
用いた。これが最適なものであるのかどうかは
さらに検討が必要と考えられる。
　平成10～26年度の 1人当たり医療費の増分は，
年齢構成の変化による増分とおおむね一致した
のに対し，平成20～26年度の分析ではそうとは
ならなかった。個別の分析結果がそれぞれに異
なり，かつこれまでに得られた普遍的な知見と
は必ずしも一致しないのは，医療費の増減が制
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度の改変に直接に左右されるためではないかと
考えられる。しかしながら，年齢調整 1人当た
り医療費や年齢構成のみで変動させた 1人当た
り医療費の推移を実際の 1人当たり医療費の推
移と比較することで，年齢構成の変化やそれ以
外の要因がどの程度医療費に影響を与えている
のかをわかりやすく示すことができたと考えら
れる。
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